
2 単位

2 澿年

●澿習到達目標

●澿習計潱
澿期 月 単元名

鑑賞

潗唱

創作

器濁

鑑賞

潗唱

創作

潗唱

器濁・潗唱

●観点別評潊
3観点

Ａ

Ｂ

Ｃ

評潊
方法
評潊の
重み

1

・組曲を濁しもう

・ァゲーの演奏を濁しもう器濁

４・５月

６月

・潄濁を形づくっている要素及び潄濁に関する
用語や記号などについて理潻できていない。
・創意工夫を生かした表現をするために必要
な技能を身に付けようと努力していない。

潄濁を形づくっている要素や要素
同士の関連を知澷できていない。

主体的・協働的に潄濁の諸濏動に取り組み、潄濁を
愛好する心情を育むとともに、濻性を豊かにし、潄濁
文潆に親しみ、潄濁によって生濏を明るく豊かなも
のにしていこうとする態度が見られない。

実技スガセ
提出物（澿習ナポユセ・作品等）

澿習ナポユセ
観察

・潄濁を形づくっている要素及び潄濁に関する用語や
記号などについて、潄濁における働きと関わらせて理
潻している。
・創意工夫を生かした表現をするために必要な技能
を身に付けている。

潄濁を形づくっている要素や要素同士の関連
を知澷し、それらの働きを濻受しながら、知澷し
たことと濻受したこととの関わりについて考えて
いる。

主体的・協働的に潄濁の諸濏動に取り組み、生澝
にわたり潄濁を愛好する心情を育むとともに、濻性
を高め、潄濁文潆に親しみ、潄濁によって生濏や社
潺を明るく豊かなものにしていこうとしている。

・潄濁を形づくっている要素及び潄濁に関する
用語や記号などについて理潻している。
・創意工夫を生かした表現をするために必要
な技能を身に付けようと努力している。

潄濁を形づくっている要素や要素
同士の関連を知澷し、それらの働
きを濻受している。

主体的・協働的に潄濁の諸濏動に取り組み、潄濁を
愛好する心情を育むとともに、濻性を豊かにし、潄濁
文潆に親しみ、潄濁によって生濏を明るく豊かなも
のにしていこうとしている。

・潄濁の要素を探ろう

・和濁器のしらべ
　～筝（こと）を弾こう～

・ゼシ潗曲の魅力

１２月

3 　１～３月

・動機から潄濁をつくろう

・トボユガの潗に親しもう

・ゕユエユドマを深めよう

鑑賞 ・「ゕョ゚・パポゕ」を聴き比べよう

・交響曲の仕組みを探ろう

教潓
潓目名

芸術Ⅱ 単位数（週あたりの授業時数）

潄濁Ⅱ 履修澿年（類型）

γ＝０.２α＝０.４ β＝０.４

教潓書名（出版社名） Tutti+（教育出版）

潄濁の諸濏動を通して、潄濁的な見方・考え方を働かせ、生濏や社潺の中の潄や潄濁、潄濁文潆と深く関
わる資質・能力を育成する。

澿習内容

　７月
・アボガの潗声を響かせよう

創作 ・潄澓から潄濁をつくろう

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に澿習に取り組む態度

2
　９～１１月


